
転落防止柵工　作業手順

作業打ち合わせ（KY活動） 安全ミーティング日報による
作業内容、人員の確認 指示書の内容確認
保護具の点検
使用機械、資材、工具の点検

ガードレール支柱に取付金物を固定し支柱を建込。
水糸等で支柱の通り・高さを確認をする。

傾斜角が41以上の箇所で移動がある場合は、墜落防止保護具
（ロリップ）を使用する。
BOX上での作業の場合、高さ2ｍ以上での作業となるため、安全帯を
使用して作業する。

取付金物に転落防止柵を取付け、ボルトを固定する。 小物は箱等に入れ道具・材料を落とさないように注意をする。

使用した道具、機材、余った材料を片付け清掃する。 使用した道具、材料等忘れ物が無いように確認する。
終礼の実施 安全ミーティング日報による

注意事項 作業時は必ず安全帯を使用する。
重量物を持つ場合は、姿勢に充分注意をし無理をしない。
道具にロープ等を取り付け落さないようにする。
移動前に積載物の落下防止対策を実施し、複数人で確認する。
BOX下を一般者が通行する場合は監視員を配置し上空警戒する。
車両を後退させる際は誘導員と打合せ実施後移動する。

転落防止柵取付
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小物は箱等に入れ道具・材料を落とさないように注意をする。

支柱取付


